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▶
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
（
ゆ
め
っ
こ
）

▶
馬
頭
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
演
奏

▶
ア
ミ
ー
ゴ
ス
・
デ
・
モ
リ
ヤ
（
ケ
ー
ナ
）

▶
大
澤
ゆ
う
と
君
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）・

　

小
林
茂
雄
氏
（
チ
ェ
ロ
）

◀
鷲
子
囃
子
保
存
会

▶
馬
頭
高
校
水
産
科
の

　

活
動
コ
ー
ナ
ー

　

鮮
や
か
に
色
づ
い
た
紅
葉
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
11
月
23
日
、

町
商
工
会
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
主

催
「
第
９
回
広
重
紅
葉
ま
つ
り
」

が
馬
頭
商
店
街
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ

た
商
店
街
の
通
り
で
は
様
々
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
ほ

か
、
商
店
街
の
商
店
な
ど
61
店
舗

が
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。
金
子
酒
造
の
酒
蔵
を

利
用
し
た
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

町
そ
ば
生
産
組
合
に
よ
る
新
そ
ば

感
謝
祭
に
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
終

日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

馬
頭
広
重
美
術
館
友
の
会
主
催

の
東
海
道
五
十
三
次
「
食
の
街
道

　

宿
め
ぐ
り
」
が
11
月
23
日
、
美

術
館
入
口
付
近
で
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
の
今
回
は
、「
川
崎

宿
」「
神
奈
川
宿
」「
保
土
ヶ
谷
宿
」

「
戸
塚
宿
」
の
４
宿
の
「
甘ス
ウ
イ
ー
ツ味
」

が
並
び
ま
し
た
。
米
ま
ん
じ
ゅ
う

（
川
崎
宿
）、追
分
ま
ん
じ
ゅ
う（
同

宿
）、
ぼ
た
ん
餅
（
保
土
ヶ
谷
宿
）

な
ど
５
種
類
の
伝
統
菓
子
を
、
町

文
化
協
会
茶
道
部
の
皆
さ
ん
が
提

供
し
た
抹
茶
を
飲
み
な
が
ら
味
わ

い
、
参
加
者
は
江
戸
時
代
の
宿
場

町
の
「
食
」
に
想
い
を
馳
せ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
江
戸
時
代
に
武

蔵
、
江
戸
、
相
模
で
知
ら
れ
た

神
楽
を
伝
え
る
「
石
山
社
中
」

の
十
世
家
元
・
石
山
裕
雅
さ
ん

の
篠
笛
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
唱
歌「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

や
「
も
の
の
け
姫
」
等
の
よ
く

知
ら
れ
た
曲
や
神
楽
・
お
囃
子

な
ど
篠
笛
の
音
色
が
、
美
術
館

の
周
辺
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

　

演
奏
の
合
間
に
は
、
現
代
と

昔
の
篠
笛
、
効
果
音
用
の
篠
笛

の
違
い
、
様
々
な
種
類
の
神
楽

面
、
神
楽
の
動
作
の
意
味
合
い

な
ど
の
話
が
あ
り
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
美
味
し
い
ス
ウ
ィ
ー

ツ
を
味
わ
い
な
が
ら
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
町
総
合
体
育
館
で
文
化
の
秋
を
彩
る
書
道
や
文
芸
、
写
真
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
大
勢
の
見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
馬
頭
、
小
川
両
地
区
で
菊
花
展
と
菊
花
盆
栽
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
3
日
に
邦
楽
民
謡
舞
踊
祭
、
18
日
に
歌
謡
祭
が
開
催
さ

れ
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

東
海
道
五
十
三
次
　「
食
の
街
道
　
宿
め
ぐ
り
」

 

篠
笛
を
聞
き
な
が
ら
、

 

　
江
戸
時
代
の
ス
ウ
ィ
ー
ツ
を
楽
し
む

広
重
紅
葉
ま
つ
り

第
９
回

文化の秋を満喫して… 第８回
那珂川町文化祭

総合展

総合展

歌謡祭

邦楽民謡舞踊祭菊花盆栽展

菊花展



　平成25年4月1日付南那須地区広域行政事務組合職
員採用試験（身体障害者対象）を行います。
①採用職種・採用予定人員　　一般事務職　１名
②受験資格　
・昭和58年4月2日～平成7年4月1日までに生まれた

方で、高等学校卒業または同程度の学力を有する
方。

・自力により通勤でき、介助者なしに一般事務職と
して職務が可能な方。

・活字印刷の文による出題に対応できる方。

・視覚、聴覚、音声・言語機能、内部機能の障害、
または肢体不自由者で身体障害者手帳の交付を受け
ている方。

・聴覚機能障害においては、補正器具等の使用によ
り通常の電話や窓口の対応に対応できる方。

③申込用紙請求方法
　郵送または事務局総務課において配付
④申込受付期間
　12月17日（月）～平成25年1月11日（金）
その他詳細は下記までお問い合わせください。
問い合わせ　南那須地区広域行政事務組合総務課
〒321－0602 那須烏山市大桶872  ☎０２８７－８３－００２１

45 広報なかがわ　平成24年12月10日広報なかがわ　平成24年12月10日

　那珂川町地域ブランド認定事業で使用するブランド
マークについて、平成24年６月13日から平成24年8月
31日まで、町広報紙及び町ホームページで募集を行っ
たところ、17作品の応募があり、那珂川町地域ブラン
ド認定委員会による選考会において、下記の作品に決
定されました。
　採用者：栃木県下野市　
　　　　　関谷ひかり様（宇都宮大学在籍）

　作品解説：那珂川町の「那」
からデザインし、ピンクの部分
は町花であるカタクリの花の花
びらをイメージし、水色は川、
緑の部分は山をイメージし、那
珂川町の雄大な自然を表現しま
した。そして顔の部分は人々の
笑顔を表し、「いいな」と「那
珂川」をかけあわせた「いいな
かがわ！！」を言っているよう
に表現しました。

　平成23年分以後の各年分において、公的年金等の収
入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年
金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である
場合には、所得税の確定申告は必要ありません。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※以下のときは、確定申告または住民税申告が必要な
　場合があります。
　・所得税の還付を受けるとき
　・雑損失や純損失の繰越があるとき
　・生命保険料、地震保険料、医療費控除などがある
　　とき

　個人の白色申告者のうち、前々年分あるいは前年分
の事業所得、不動産所得または山林所得の合計額が
300万円を超える方に必要とされていた記帳と帳簿書
類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行う全て
の方（所得税の申告の必要がない方を含みます）につ
いて、平成26年１月から同様に必要となります。
　記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国
税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）に掲載さ
れていますのでご覧ください。

問い合わせ
　氏家税務署　個人課税部門　☎０２８－６８２－３３１１
　　　　※自動音声案内の「２」をお選びください。

　平成24年度の那珂川町地域ブランド認定商品の申請
については、平成25年1月31日まで申請を受け付けて
おり、3月の認定委員会で審査の上決定されます。ま
た、翌年度も申請を受け付けます。認定期間は５年間
です。
　詳しくは、那珂川町商工観光課（☎０２８７－９２－
１１１６）までお問い合わせください。

第46回衆議院議員総選挙及び
最高裁判所裁判官国民審査

「那珂川町地域ブランド認定事業」の
ブランドマークが決定されました

公　示　日　　平成24年12月４日（火）
投　票　日　　平成24年1２月1６日（日）　午前７時～午後８時
期日前投票　　平成24年12月5日（水）～平成24年12月15日（土）
　　　　　　　午前８時30分～午後８時
　　　　　　　・山村開発センター（馬頭期日前投票所）
　　　　　　　・小　川　公　民　館（小川期日前投票所）

　注）小川南投票区の投票所は、小川南小学校ですが、ランチルームとなります。
（栃木県知事選挙は体育館でした。）

　◆投票所入場券に記載してある場所を確認して、お間違いのないようにしてください。
　◆投票所入場券の裏面の注意事項もお読みください。

【問い合わせ】　那珂川町選挙管理委員会　☎０２８７－９２－１１１１

※平成24年12月5日から期日前投票を執行しています。投票日当日、
　仕事や旅行等で投票できない方は、期日前投票を利用しましょう。

税務署からのお知らせ

公的年金を受給されている方へ 平成26年 1月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されます

◇職員採用試験案内◇

             

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可

（採用作品）
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平
成
24
年
秋
の
叙
勲
と
し
て
、

加
藤
松
平
氏
（
小
川
）
に
旭
日
双

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
は
、
昭
和
46
年
４
月
か

ら
平
成
11
年
４
月
ま
で
間
の
６
期

加
藤
松
平
氏
に
旭
日
双
光
章

全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
表
彰
を
受
賞

教
育
委
員
会
委
員
に

　

荒あ
ら

川か
わ　

裕ひ
ろ

子こ

氏

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
県
教
育
委
員
会

よ
り
感
謝
状

県
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
受
賞

県
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

特
賞
（
知
事
賞
）
受
賞

エ
イ
ズ
教
育
推
進
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル　

キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
部
（
中
学
校
部
門
）
で

最
優
秀
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰
を
受
賞

「
温
泉
ト
ラ
フ
グ
」
が

ス
ポ
ニ
チ
文
化
芸
術
大
賞

優
秀
賞
を
受
賞

故
藤
田
巽
氏
に
旭
日
単
光
章

24
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
小
川
町

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
50
年

か
ら
平
成
14
年
ま
で
の
間
、
小
川

町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
27
年

間
農
業
行
政
に
も
尽
力
さ
れ
、
農

業
委
員
会
会
長
の
要
職
に
も
就
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
実
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
、
晴
れ
て
受
章
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
社
会
教
育
委
員
長
の
薄
井
忠

惠
さ
ん
（
小
川
）
が
、
10
月
25
日

に
山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
た

第
54
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会

山
梨
大
会
に
お
い
て
、
全
国
社
会

教
育
委
員
連
合
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

薄
井
さ
ん
は
平
成
15
年
４
月
の

就
任
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
社

会
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、以
前
は
町
青
少
年
指
導
員
・

県
青
少
年
育
成
指
導
員
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
、
現
在
は
、
青
少
年
育

成
協
会
長
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
社
会
教
育
委
員
長
と
し

て
、
今
日
的
課
題
の
解
決
を
目
指

し
日
々
研
鑽
し
、
他
の
委
員
を
牽

引
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

藤
田
峰
子
教
育
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
同
意
を
得
て
荒
川
裕
子
氏

（
馬
頭
）
が
教
育
委
員
会
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

荒
川
氏
は
保
護
者
の
中
か
ら
任

命
さ
れ
る
委
員
で
、
11
月
29
日
か

ら
４
年
間
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

　

長
年
、
小
川
南
小
学
校
児
童
の

ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
美
化
活
動
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
こ
ら

　

馬
頭
中
学
校
１
年
の
フ
ラ
イ
ロ

ン
・
カ
レ
ン
・
メ
イ
さ
ん
（
小

口
）
が
11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た

県
主
催
「
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
カ
レ
ン
さ
ん
は
、
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
、
約
３
か
月

間
練
習
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
国
籍
が
違
う
た
め

に
結
婚
や
就
労
に
苦
労
し
た
と
い

う
母
親
の
実
体
験
な
ど
か
ら
、
と

き
に
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す

国
籍
の
問
題
の
難
し
さ
に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
母
親

が
再
婚
し
た
こ
と
に
よ
り
自
ら
の

名
前
や
国
籍
が
変
わ
る
こ
と
か

ら
、｢

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
日
本
人

の
両
方
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

混
在
す
る
カ
レ
ン
・
メ
イ
・
小
林

と
い
う
私
の
新
し
い
名
前
の
よ
う

に
あ
ら
ゆ
る
国
籍
の
人
々
が
仲
良

く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い｣

と
ス
ピ
ー
チ
し

ま
し
た
。

　

小
川
中
学
校
３
年
の
中な

か

島じ
ま

葵き

子こ

さ
ん
（
芳
井
）
が
県
中
学
校
教
育

研
究
会
音
楽
部
会
、
県
連
合
教
育

会
主
催
「
第
44
回
（
平
成
24
年
度
）

栃
木
県
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
特
賞

（
知
事
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
規
定
さ
れ
た

歌
詞
に
作
曲
を
す
る
と
い
う
も
の

で
、
中
島
さ
ん
の
作
品
は
多
数
の

応
募
者
の
中
か
ら
、
南
那
須
地
区

審
査
と
中
央
審
査
の
２
段
階
の
審

査
を
経
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

（
福
田
さ
ん
の
作
品
）

『
Ｈ
Ｉ
Ｖ 

そ
の
知
識 

本
物
で

す
か
』

　

小
川
中
学
校
１
年
の
福ふ
く

田だ

紗さ

生き

さ
ん
（
小
川
）
の
作
品
が
日
本
学

校
保
健
会
主
催
「
平
成
24
年
エ
イ

ズ
教
育
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」に
お
い
て
、キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
部
（
応
募
総
数
１
０
０
４
点
）

の
中
学
校
部
門
で
最
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
、

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
思
い
こ
み
や
間
違
っ
た
知
識

で
は
な
く
、
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

れ
た
滝
童
内
政
美
さ
ん
（
白
久
）

に
11
月
６
日
、
県
庁
に
お
い
て
栃

木
県
教
育
委
員
会
よ
り
学
校
教
育

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
平
成
24
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
小
川

俊
介
さ
ん
（
馬
頭
）
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
川
さ
ん
は
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
協
議
会
会
長
な
ど

を
歴
任
し
、
長
年
に
渡
る
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
川
上

幸
男
さ
ん
（
馬
頭
）
が
、
11
月
29

日
に
長
崎
県
長
崎
市
で
開
催
さ
れ

た
第
53
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
研
究
協
議
会
長
崎
大
会
に
お
い

代
表
の
野
口
勝
明
さ
ん

て
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
昭
和
56
年
に
任
命

さ
れ
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
旧
体
育
指

導
委
員
）
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

長
年
に
渡
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

　
「
第
19
回
ス
ポ
ニ
チ
文
化
芸

術
大
賞
」
の
優
秀
賞
に
「
那
珂

川
町
里
山
温
泉
ト
ラ
フ
グ
研
究

会
」
が
受
賞
し
、
震
災
で
延
期

に
な
っ
て
い
た
贈
呈
式
が
こ
の

度
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
お
こ
し
の
た
め
に
、
廃
校

に
な
っ
た
小
学
校
で
ト
ラ
フ

グ
を
養
殖
す
る“

海
な
し
栃
木”

の
斬
新
な
挑
戦
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

去
る
10
月
７
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
馬
頭
町
議
会
議
員

藤
田
巽
氏
（
小
砂
）
は
、
生
前
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

１ 事業内容
　　高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画に基づ

き、地域密着型特別養護老人ホーム施設整備法人を募集し
ます。施設整備を予定している事業所（法人）の方は、次に
より那珂川町健康福祉課まで提出してください。

２ 整備施設　ユニット型地域密着型特別養護老人ホーム
  　　　【地域密着型介護老人福祉施設】（定員：29名）
３ 整備圏域　町内全ての日常生活圏域
４ 募集要項等　町ホームページ参照
５ 説明会  日時　12月13日（木）午後１時30分
    　     　場所　小川総合福祉センター・多目的集会所
６ 募集期間　12月21日（金）～平成25年１月31日（木）
７ プレゼンテーション等
　平成25年２月上旬予定（応募者に後日連絡します。）
８ 事業者の決定等　平成25年２月中旬予定
９ 問い合わせ　那須郡那珂川町馬頭409
　　         　　 那珂川町健康福祉課高齢福祉係
　　　　 　　　☎0287－92－1119　FAX0287－92－1164

地域密着型特別養護老人ホーム
施設整備法人を募集します
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「
愛
ロ
ー
ド
と
ち
ぎ
」・
環
境
美
化
活
動
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

菊
池
翔
大
さ
ん
（
大
山
田
上
郷
・
後
中
央
）
は
11
月
３
日

に
佐
野
市
で
行
わ
れ
た
平
成
24
年
度
男
子
第
65
回
栃
木
県
高

校
駅
伝
競
走
大
会
で
烏
山
高
校
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
６
位
入

賞
に
貢
献
し
、
11
月
24
日
の
関
東
高
校
学
校
駅
伝
競
走
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
真
島
透
さ
ん
（
和
見
・
後
右
）、

深
澤
瑛
一
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
・
後
左
）
も
烏
山
高
校
の
一

員
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
11
月
３
日
の
平
成
24
年
度
女
子
第
27
回
栃
木
県
高

校
駅
伝
大
会
で
、
深
澤
美
香
さ
ん
（
久
那
瀬
・
前
右
）、
小

林
美
華
さ
ん
（
大
内
・
前
中
央
）
は
烏
山
高
校
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
６
位
入
賞
、
大
金
あ
か
り
さ
ん
（
馬
頭
・
前
左
）
は

大
田
原
女
子
高
校
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
５
位
入
賞
に
貢
献
し

ま
し
た
。
男
子
同
様
に
関
東
高
校
学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
で
あ
る

「
愛
ロ
ー
ド
と
ち
ぎ
」
の
環
境
美
化
活
動
に
、
長
年
携
わ
っ

て
い
る
企
業
等
の
団
体
に
対
し
、
11
月
６
日
、
烏
山
土
木
事

務
所
で
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
の
は
、
10
年
以
上
活
動
に

参
加
し
て
い
る
団
体
で
、
那
珂
川
町
か
ら
は
、
住
友
金
属
鉱

山
シ
ポ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
栃
木
工
場
、
株
式
会
社
吉
野
工

業
所
那
須
小
川
工
場
、
小
川
第
二
工
場
、
小
川
舟
戸
水
神
会

の
４
団
体
で
し
た
。

　

烏
山
土
木
事
務
所
齋
藤
利
夫
所
長
が
「
愛
ロ
ー
ド
事
業
の

発
足
当
初
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
道
路
の
清
掃
、
美
化
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。」

と
感
謝
の
意
を
述
べ
る
と
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、「
県
か

ら
の
感
謝
状
は
初
め
て
で
あ
り
、
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
を
励

み
に
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
。」（
シ
ポ
レ
ッ
ク
ス
）「
新

入
社
員
の
教
育
の
一
環
と
し
て
お
り
、
こ
の
活
動
を
通
し
て

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
。」（
吉
野
小
川
第

二
）
等
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
を
主
と
し
た
社
会

体
験
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業

観
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
小
川
中
学
校
で
は
、

「
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
活
動
を
実
施
し
、
中
学
２

年
生
57
名
が
24
事
業
所
で
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
か
ら
９
日
の
５
日
間
（
１
日
約
６
時

間
）
に
渡
る
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
マ
ナ
ー
や
ル
ー

ル
、
言
葉
遣
い
を
習
得
し
、
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

関東高等学校駅伝競走大会に出場

マイ・チャレンジ 就業体験を実施

セブンイレブン小川店

林屋川魚店 まほろばの湯 栃木県立なす風土記の丘資料館

小川幼稚園

　

那
珂
川
町
立
小
川
南
小
学
校
の
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
実
行
委
員
長
、
学
校
長
、

教
育
委
員
会
、
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
と
、

来
賓
の
大
金
町
長
、
鈴
木
議
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
演
奏
と
し
て
、
10
月
23
日
に
栃
木
県

学
校
音
楽
祭
中
央
祭
に
出
場
し
た
時
の
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番
」
を
４
・
５
・
６
年
生

が
演
奏
し
、
全
員
の
息
の
合
っ
た
見
事
な
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
同
校
の
卒
業
生
で
も
あ

る
鈴
木
房
雄
氏
（
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

総
料
理
長
）
が
「
夢
を
叶
え
る
ま
で
」
を
演

題
に
、
料
理
人
の
夢
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、

料
理
人
と
し
て
の
苦
労
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
場
、「
料
理
」
で
大
切
な
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
那
瀬
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖
組
合
（
益
子
順

一
組
合
長
、
８
人
）
で
は
、
11
月
８
日
、
高

級
魚
ホ
ン
モ
ロ
コ
の
取
り
上
げ
作
業
を
行

い
、
約
１
５
０
㎏
（
約
２
万
５
千
匹
）
を
捕

獲
し
ま
し
た
。

　

ホ
ン
モ
ロ
コ
は
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
、
淡

白
な
味
で
肉
質
が
良
く
、
関
西
で
は
高
級
魚

と
し
て
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
耕

田
で
も
養
殖
で
き
る
の
で
、
同
組
合
で
は
昨

年
度
か
ら
馬
頭
高
校
水
産
科
実
習
場
付
近
の

休
耕
田
に
養
殖
池
を
整
備
し
、
昨
年
度
は
約

30
㎏
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

取
り
上
げ
に
は
同
組
合
員
や
同
校
生
徒
、

町
・
県
職
員
な
ど
が
参
加
し
、
池
か
ら
抜
い

た
水
と
一
緒
に
排
水
口
か
ら
流
れ
出
て
く
る

ホ
ン
モ
ロ
コ
を
網
で
捕
獲
し
、
バ
ケ
ツ
に
入

れ
ま
し
た
。
益
子
組
合
長
は
「
今
年
は
病
気

や
水
の
酸
欠
、イ
タ
チ
の
被
害
も
あ
っ
た
が
、

何
と
か
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
り
ま
し
た
。
来
年

は
も
っ
と
漁
獲
量
を
増
や
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

観
光
誘
客
の
推
進
と
原
発
事
故
に
よ
る
風

評
被
害
払
拭
を
目
的
に
県
主
催｢

と
ち
ぎ
元

気
グ
ル
メ
ま
つ
り｣

が
11
月
３
日
、
４
日
の

２
日
間
、
県
庁
前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
に
は
、
県
内
21
市
町
の
ご
当
地

グ
ル
メ
36
品
や
県
産
の
様
々
な
地
酒
が
勢
ぞ

ろ
い
し
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
、
し
ょ
う
油

ベ
ー
ス
の｢

八
溝
し
し
ま
る
鍋｣

が
出
品
さ

れ
、
用
意
し
た
約
７
５
０
食
は
好
評
の
う
ち

に
完
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ

た
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｢

と
ち

ま
る
く
ん｣

の
お
誕
生
会
に
は
当
町
の｢

な

か
ち
ゃ
ん｣

も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
務
め
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
高
校
生
と
な
り
行
動
範
囲
が
広

が
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、「
消
費
生
活

安
全
予
防
演
劇
」
が
町
内
の
中
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
馬
頭
中
学
校
で
は
11
月
15
日

に
、
小
川
中
学
校
で
は
11
月
28
日
に
行
わ

れ
、那
須
塩
原
市
の
「
ら
く
り
ん
座
」
が
「
タ

ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
と
山
小
僧
」
の
演
劇
を
し
ま

し
た
。
山
の
タ
ヌ
キ
が
町
に
行
っ
て
も
だ
ま

さ
れ
な
い
よ
う
に
練
習
を
し
ま
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
て
結
局
は
高
額
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

買
わ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
す
。

　

演
劇
後
は
、
①
困
っ
た
と
き
は
家
族
や

友
達
に
必
ず
相
談
す
る
、
②
相
談
相
手
が

い
な
い
場
合
は
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
０
５
７
０
―
０
６
４
―
３
７
０
）
に
電
話

す
る
な
ど
の
話
が
あ
り
、
参
加
し
た
中
学
生

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

小
川
南
小
学
校
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
て

ホ
ン
モ
ロ
コ
の

取
り
上
げ
を
実
施

と
ち
ぎ
元
気
グ
ル
メ
ま
つ
り

消
費
生
活

安
全
予
防
演
劇
を
鑑
賞

記念演奏

全員で校歌を斉唱
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子育て支援センター わかあゆわかあゆ

◆センターは、
０歳から就学前のお子さん、
おかあさん、おうちの方が一
緒に遊ぶところです。ママ友
との交流・情報交換・子育て
相談の場として利用してくだ
さい。

利用日時
月曜日～金曜日
9:00～17:00

☆みんなの子育てひろば　
　１２月は、ベビークラス、キッズクラス合同でクリスマス会
を行います。サンタさんからちょっと早めのプレゼント。親
子でクリスマスを楽しみませんか。
日　時：１２月１８日（火）１０時～１１時３０分
内　容：「サンタに会えるクリスマス」
　　　　～わくわくクリスマス会～
持ち物：お子さん1人につき100円程度のプレゼント
参加費：１家族につき100円

●きらきらベビークラス（０歳時）
　産後のママのからだのケアや授乳や育児の不安を解消
します。
日　時：１月８日（火）10時～11時30分
内　容：｢助産師さんに聞いてみよう　
　　　　～産後の体＆授乳（ミルク）＆育児～｣
講　師：浅川まり子さん（助産師）
　　　　※マタニティクラスと合同になります。　

☆マタニティクラス～ハローベビー！～

　1月は、ベビーとの触れあい体験です。
「赤ちゃんって抱いたことない」「どんな服
を着せたらいいの？」「何が必要？」など、
わからないこと不安なことを現役ママに聞い
てみませんか。

日　時：１月８日（火）10時～11時30分
内　容：「産後に備えて
　　　　　　　～ベビーと触れあい体験～」
講　師：浅川まり子さん（助産師）
持ち物：母子手帳
※きらきらベビークラスと
　合同になります。　　　　

※全て事前申し込みが必要となります。
　たくさんの参加をお待ちしています。
■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

☎0287－92－1188健康管理センターからのお知らせ

◆親子がゆったり遊べる場です。「近所に遊ぶ場所がない」と困っている方や小さいお子さんも安心して過ご
せます。都合のよい時間に自由にご利用ください。
◆親子でお友だち作りをしましょう。行事に参加しながらお友だちとの関わりを楽しみましょう。
◆子育ての悩みは、話すだけでも気持ちが楽になることもあります。遊ばせながらお気軽にご相談ください。

☆お正月飾りを作ろう☆　　　　　　　　　　
日　　時：12月26日（水）10:30～
申し込み：12月21日（金）まで
正月のかけ飾りを作って新年を迎える準備をしましょう。

☆お正月遊びを楽しもう☆　　　　　　　　　
日　　時：１月９日（水）10:30～
申し込み：１月７日（月）まで
お正月は日本の伝統的な遊びを知るチャンスです。
簡単に手作りできる「こま」「たこ」で楽しみましょう。

☆お茶会☆　　　　　　　　　　　　　　　　
日　　時：１月16日（水）10:00～
申し込み：１月11日（金）まで
定　　員：10組
日本の伝統とも言える茶道です。
おいしい和菓子といっしょに落ち着いた心で、
お茶を楽しみましょう。

「児童館」
12月16日～１月15日

のお休み
開館時間

午前９時～午後４時
☎０２８７－９６－３１０９

たまごのクリスマスおはなし会

生け花教室

冬休みお楽しみ会

なかよしひろば

いちごクラブ

クリスマス会

なかよしひろば

ＪＶＣのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会

工作教室「お正月飾りとポチ袋を作ろう」

読　書　会

婦人ボランティアのおはなし会

教養講座「もういちど読む古典」

小川おはなし会

・12月20日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭福祉センター 和室

新作人形劇「本当の３匹のこぶた」他、サンタさ
んが来て、素敵なプレゼントをくれるよ！親子で
ご一緒にお越しください。

・12月28日（金）午後１時30分～　　　　　
　お正月用のお花を活けます。　　　
　花代　1,000円
　参加申し込み　12月25日（火）まで

・１月７日（月）午前10時～
　参加費　無料　　
　参加申し込み　12月26日（水）まで

・１月10日（木）午前10時～
　お正月あそびをしよう。
　参加申し込み　1月７日（月）まで　

・１月12日（土）午前10時～
　「ジャンボかるたを作ろう」
　参加申し込み　１月８日（火）まで

・12月26日（水）午前10時～
　参加費　100円
　参加申し込み　12月20日（木）まで

・12月20日（木）午前10時～　　　　　
　クリスマス会をしましょう。
　お楽しみプレゼントがあります。　　　　
　参加申し込み　12月15日（土）まで

・12月15日（土）午後２時～
・場所　小川図書館 絵本コーナー

・12月16日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室

・12月26日（水）午前10時～12時
・場　　所　馬頭図書館 視聴覚室
・募集人数　20名（先着順）
・参 加 費　無料
・申し込み　馬頭図書館・小川図書館のカウンターか、
　　　　　　電話で馬頭図書館までお申し込みください。

　　　　　馬頭図書館　☎0287－92－5015
・小さな子は、保護者と一緒に来てください。

・１月９日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「江戸に学ぶエコ生活術」　
　アスビー・ブラウン／著

・１月12日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室

　みんなが知っている古典を、あらたな視点で楽しんでみ
ませんか。お好きな講座から選んでお申し込みください。
（複数講座の申込可能です）
・１月26日（土）10時～「竹取物語」
・２月 ２ 日（土）10時～「枕草子」
・２月 ９ 日（土）10時～「徒然草」
・場　　所　小川図書館　和室
・講　　師　若杉俊明先生
・募集人数　各講座12名　　
・参 加 費　無料
・申し込み　馬頭図書館・小川図書館のカウンターで
　　　　　　お申し込みください。

・１月５日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（12月16日～1月15日）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
１2月17日（月）、23日（日）、24日（月）、
12月28日（金）～1月4日（金）
１月7日（月）、14日（月）、15日（火）

１2月21日（金）、23日（日）
28日（金）～1月4日（金）
１月11日（金）、１4日（月）

日 月 火 水 木 金 土
12/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 1/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15
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俳
　
句

菊
花
展
香
り
と
色
が
競
ひ
合
ふ	

松　

野　
　

横
山　

義
夫

火
の
山
を
背
に
ひ
つ
じ
田
の
穂ほ

孕ば
ら

め
り	

　
　
　
　

久
那
瀬　
　

星　
　

健
彦

不
出
来
な
る
大
根
抜
き
て
笑
ひ
合
ふ	

馬　

頭　
　

川
上　

幸
男

鵙
日
和
観
音
堂
を
掃
き
清
め	

吉　

田　
　

国
安　
　

薫

天
窓
に
月
す
さ
ま
じ
く
光
帯
び	

下
西
の
原　

金
井　

和
子

鵙
高
音
夕
日
を
叩
き
落
と
す
べ
く	

小　

川　
　

和
泉
す
み
を

　
　

短
　
歌

苔
む
せ
る
小
さ
な
ほ
こ
ら
の
前
に
立
ち
山
の
奥
よ
り
水
の
音
聞
く　
　
　
　
　
　

和　

見　
　

小
髙　

歌
子

杉
の
木
に
蔦
生
ひ
茂
り
鈴
な
り
の
ホ
ッ
プ
に
似
た
る
軽
き｢

カ
ラ
ハ
ナ｣　
　
　

小　

口　
　

影
沢　

よ
し

工
事
場
に
交
通
整
理
員
の
赤
き
棒
日
差
し
の
向
き
に
見
え
る
濃
淡

大　

内　
　

薄
井　

キ
イ

わ
が
前
を
走
る
車
が
次
々
と
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
斎
場
入
口

三　

輪　
　

石
澤
千
代
子

そ
よ
そ
よ
と
風
に
群
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
ひ
そ
ひ
そ
話
わ
れ
は
聞
き
た
い

小　

川　
　

吾
妻　

洋
子

い
づ
こ
よ
り
流
れ
て
来
し
か
河
原
の
ま
あ
る
い
石
を
踏
み
つ
つ
思
ふ

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

　
　

川
　
柳

娘
は
呑
気
親
悩
ん
で
る
適
齢
期	

小　

砂　
　

笹
沼　

季
子

病
床
に
何
で
も
揃
う
必
需
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

簡
素
化
へ
生
え
抜
き
一
人
居
て
困
り　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

バ
ー
ゲ
ン
の
売
り
場
財
布
が
千
鳥
足	

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

い
つ
か
来
る
金
は
天
下
の
回
り
も
の	

薬　

利　
　

大
嶹　

克
明

広
報
文
芸

◇
『
ウ
エ
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

津
村　

記
久
子
／
著

◇
『
母
性
』

湊　

か
な
え
／
著

◇
『
七
つ
の
会
議
』

池
井
戸　

潤
／
著

◇
『
千
年
鈴
虫
』

谷
村　

志
穂
／
著

◇
『
南
極
風
』

笹
本　

稜
平
／
著

◇
『
月
の
輪
草
子
』

瀬
戸
内　

寂
聴
／
著

◇
『
北
斗
』

石
田　

衣
良
／
著

◇
『
四
○
一
二
号
室
』

真
梨　

幸
子
／
著

◇
『
日
本
型
リ
ー
ダ
ー
は
な
ぜ
失
敗
す
る
の
か
』

半
藤　

一
利
／
著

◇
『
夜
回
り
先
生
い
じ
め
を
断
つ
』

水
谷　

修
／
著

◇
『
拉
致
と
決
断
』

蓮
池　

薫
／
著

◇
『
は
じ
め
て
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８
』

　
　
　
　
　
　
　
　

村
松　

茂
／
著

◇
『
宇
都
宮
ウ
ォ
ー
カ
ー
』

◇
『
人
生
が
と
き
め
く
片
付
け
の
魔
法
２
』

近
藤　

麻
理
恵
／
著

◇
『
ふ
う
と
は
な
と
き
じ
』

い
わ
む
ら　

か
ず
お
／
著

◇
『
ペ
ネ
ロ
ペ
お
ね
え
さ
ん
に
な
る
』

ア
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
／
著

◇
『
ま
ん
が
田
中
正
造
』

水
樹　

涼
子
／
原
作

◇
『
わ
く
わ
く
数
の
世
界
の
大
冒
険
』

桜
井　

進
／
著

◇
『
お
か
ね
工
場
で
び
っ
く
り
！
！
』

令
丈　

ヒ
ロ
子
／
著

◇
『
魔
女
の
ス
テ
キ
な
冬
じ
た
く
』

あ
ん
び
る　

や
す
こ
／
著

◇
『
ど
っ
ち
が
へ
ん
？
ス
ペ
シ
ャ
ル
』

い
わ
い　

と
し
お
／
著

◇
『
く
ろ
く
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ひ
み
つ
』　

小
手
鞠　

る
い
／
著

◇
『
あ
ん
た
が
サ
ン
タ
？
』　

佐
々
木　

マ
キ
／
著

◇
『
鳥
獣
戯
画
』

辻　

惟
雄
／
監
修

◇
『
う
ち
ら
の
か
わ
い
い
お
部
屋
づ
く
り
』

ピ
チ
レ
モ
ン
ブ
ッ
ク
ス
編
集
部
／
編

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.e-to

sh
o
.co
m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

ポ
プ
ラ
社
編
集
部
／
編

　

シ
ニ
ア
世
代
を
中
心
と

し
た
、
人
生
の
達
人
た
ち

に
よ
る
傑
作
川
柳
集
。

　

お
達
者
パ
ワ
ー
全
開
の
、

笑
え
て
、
し
み
じ
み
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
満
載
の
一
冊
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
間
違
え
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
姉
の
靴

下
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に

気
づ
い
た
妹
は
。「
思
い

や
り
」
が
テ
ー
マ
の
絵
本
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
／
著

『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』	

　 

一
般
書	

　

『
か
ら
っ
ぽ
の
く
つ
し
た
』	

　 

　
児
童
書	

那珂川町
図書館

再生可能エネルギーの時代⑨

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

今
回
紹
介
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
方
法
は「
地
中
熱
利

用
」で
す
。

◆
「
地
中
熱
利
用
」
っ
て
な
に
？

　

地
中
熱
と
は
地
下
の
比
較
的
浅

い
部
分
に
あ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ

と
を
さ
し
ま
す
。以
前
ご
紹
介
し

た
地
熱
発
電
と
似
て
い
ま
す
が
、火

山
な
ど
の
マ
グ
マ
の
熱
を
利
用
し
て

い
る
地
熱
発
電
と
違
い
、太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
り
、温
め
ら
れ
た
地
中

に
あ
る「
熱
」を
利
用
す
る
こ
と
を

「
地
中
熱
利
用
」と
言
い
ま
す
。

◆
地
中
熱
の
特
徴

　

大
気
の
温
度
に
対
し
て
、地
中
の

温
度
は
地
下
10ｍ
～
15ｍ
の
深
さ
に

な
る
と
、年
間
を
通
し
て
温
度
の
変

化
が
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、夏
は
外
気
温
度
よ
り
も
地

中
温
度
が
低
く
、冬
場
は
外
気
温

度
よ
り
も
地
中
温
度
が
高
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

地
中
熱
は
、私
た
ち
の
足
元
の
ど

こ
に
で
も
あ
り
、天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

◆
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
大
活
躍

　

熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

す
る
方
法
で
度
々
紹
介
し
て
い
る

「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」で
す
が
、地
中

熱
利
用
で
は
、冬
場
は
、地
中
か
ら

熱
を
す
く
い
上
げ
る（
暖
房
）、夏

場
は
地
上
の
熱
を
地
中
に
放
出
す
る

（
冷
房
）と
い
う
方
法
で
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

画
像
出
典　

青
森
県
庁

※
次
回
は
空
気
熱
利
用
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

地
中
熱
利
用
編

0287-96-3105
324-0501 2589

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 

　

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
パ
ル
テ
ィ
）を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

パ
ル
テ
ィ
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
各
種
事

業
や
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題

や
複
雑
多
様
化
す
る
悩
み
に
対
応

す
る
、
各
種
相
談
窓
口
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
面
接
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
女
性
の
た
め
の
相
談

　

自
分
の
生
き
方
や
夫
婦
の
こ

と
、
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
悩
み

の
相
談
。

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
０

電
話
相
談
（
月
曜
日
～
日
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

面
接
相
談
（
火
曜
日
～
日
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

　

離
婚
、
相
続
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

法
律
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護

士
に
よ
る
相
談
。

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
０

電
話
相
談（
毎
月
第
２・４
木
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

　

か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
な

ど
、
健
康
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
医
師
に
よ
る
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
０

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

◆
女
性
の
た
め
の
Ｄ
Ｖ
法
律
相
談

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
暴
力

「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
」
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

弁
護
士
に
よ
る
相
談

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
０

電
話
相
談
（
月
曜
日
～
日
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時（
但
し
、

土・日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

面
接
相
談
（
火
曜
日
～
日
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
女
性
の
た
め
の
就
職
相
談

　

就
職
・
再
就
職
に
つ
い
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
４

電
話
相
談
（
火
曜
日
～
木
曜
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
不
妊
専
門
相
談

　

不
妊
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い

て
、
助
産
師
・
医
師
の
相
談

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
０
９
９

電
話
相
談
（
火
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
10
時
～
12
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

Ｅ
メ
ー
ル
：funin

＠parti.Jp

◆
男
性
の
た
め
の
相
談

　

男
性
の
生
き
方
や
悩
み
に
つ
い

て
、
男
性
相
談
員
に
よ
る
相
談

☎
０
２
８
―
６
６
５
―
８
７
２
４

電
話
相
談（
毎
月
第
１・第
３
水
曜
日
）

　

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

〒
３
２
０
―
０
０
７
１

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
―
１

パ
ル
テ
ィ　

と
ち
ぎ
男
女
共
同

　
　
　
　
　
　
　

参
画
セ
ン
タ
ー

  

女
性
の
た
め
の
相
談
室



　「歳末たすけあい運動」は、共同
募金運動の一環として地域住民やボ
ランティア、民生委員・児童委員、
社会福祉施設、社会福祉協議会等の
関係機関・団体の協力のもと、新た
な年を迎える時期に、支援を必要と
する人たちが地域で安心して暮らす
ことができるよう、住民の参加や理
解を得てさまざまな福祉活動を重点
的に展開するものです。 
　今年は、「みんなでささえあう
あったかい地域づくり」をスローガ
ンに、12月1日（土）～12月31日
（月）まで、全国一斉に行われてい
ます。皆様のご協力をお願いいたし
ます。
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時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00 文字放送
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 植物の世界
18:00 サイエンスCH
18:30 ★企画番組

（終了後は文字放送）19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組  
20:30
21:00 都市づくりを考える
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

　平成25年の新春を迎えるにあた
り、那珂川町町内関係者が一堂に会
し、賀詞交歓を行うとともに、町及
び関係機関・団体等の発展を祈念す
ることを趣旨として、町、議会、商
工会、観光協会、森林組合、農協の
共催により、賀詞交歓会を開催しま
す。町民の方どなたでも参加できま
すので、ご希望の方は、12月21日
（金）までにお申し込みください。
日時　1月8日（火）午後4時～
場所　ＪＡなす南グリーンパル
会費　2,000円（会費は、申し込み
時に納入してください。納入された
会費はお返しできませんので、予め
ご了承ください。）
申込方法　下記の各窓口に置いてあ
る申込書に会費を添えて、次のいず
れかの窓口にお申し込みください。
申込窓口　①役場総務課、②役場小
川庁舎総合窓口課、③那珂川町商工
会、④那珂川町観光協会、⑤那須南
森林組合、⑥那須南農協本店
問い合わせ　那珂川町役場総務課

☎0287－92－1111

　関東財務局宇都宮財務事務所で
は、借金問題でお困りの皆さんから
の相談を無料でお受けしています。
相談の秘密は必ず守ります。一人で
悩まないで、まずはお電話くださ
い。
相談受付日時　
　月～金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分～正午
　午後１時～午後4時30分
費用　無料
連絡・問い合わせ　
　関東財務局宇都宮財務事務所
　多重債務相談窓口

☎028－633－6221（代表）

日時　１月19日（土）　午前6時
山村開発センター出発（途中、小川
体育館に寄ります）
場所　会津高原だいくらスキー場
募集人員　40名
※定員になり次第締切り
※中学生以下は保護者の同伴が必要
参加費　大人　　　　　　2,500円
　　　　小人（中学生以下）1,000円
申込締切 　1月11日（金）
申し込み・問い合わせ

生涯学習課　☎0287－96－2116

　町で開催している「介護予防教
室」等の参加者への介助・誘導・声
掛けなどをしてくれるボランティア
スタッフを募集します。
　ぜひ参加者と一緒に楽しく体を動
かしてみませんか。
内容
　第１回　1月16日（水）
　　「ボランティアの心得、
　　　高齢者への対応」
　第2回　1月25日（金）
　　「介護予防運動の目的と実技」
時間　午前9時～11時30分
場所　地域包括支援センター
申し込み・問い合わせ

地域包括支援センター
☎0287－96－2161

　食品の放射性物質簡易検査日が変
わります。
○検査日は月曜日と木曜日のみです。
○電話で予約をお願いします。
予約受付日時　月曜日～金曜日
　　　　　　　午前9時～午後5時
（祝日及び12月29日～1月3日を除く）
予約電話　
役場住民生活課　☎0287－92－1111
小川庁舎総合窓口課☎0287－96－2111

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

日時　12月17日（月）
　　　午後1時30分～午後3時30分
場所　烏山公民館　研修室
　　 （那須烏山市中央2-13-8）
内容　講演「放射性物質と食への
　　　　　　影響について」
　　　講師　宇都宮大学教育学部
　　　　　　准教授　大森玲子　氏
参加費　無料
申し込み・問い合わせ
　塩谷南那須農業振興事務所
　企画振興部 ☎ 0287－43－1252

FAX 0287－43－4072

免税証の交付を受けられる人
○農業を営み農業用機械に軽油を使

用する人
●機械を使う作業全ての委託を受け

て農作業を行い、農業用機械に軽
油を使用する者

申請に必要なもの
○420円（新規・更新のみ）
○印鑑
○免税軽油使用者証
○機械の詳細がわかるもの（新規・

変更のみ）
○免税軽油の引き取り等に係る報告

書及び添付書類（納品書）
※機械を使う作業全ての委託を受け
て農作業を行う場合には、上記のほ
かに次のものが必要になります。
●耕作（農作業受委託）証明書（農

業委員会で交付します）
●農作業受委託に関する契約書の写し
受付日程及び場所
受付日　1月8日（火）～9日（水）
時間　午前9時～12時
　　　午後１時～４時
場所　小川総合福祉センター
　　すこやか共生館多目的集会室
問い合わせ
農林振興課　   ☎0287－92－1113
矢板県税事務所☎0287－43－2173

　町では、成人を迎えられたみなさ
んの新しい門出をお祝いする「成人
式」を挙行いたします。人生で一度
しか経験できない成人式。ぜひ出席
いただきますよう、ご案内申し上げ
ます。
日時　１月13日（日）午前10時～
会場　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
＊新成人のみなさまへ
対象者（平成４年４月２日～平成
５年４月１日までに生まれた方）に
は、案内状を送付しています。まだ
届いていない場合は、生涯学習課ま
でお問い合わせください。
　当日は、午前9時40分までに受付
を済ませてください。
問い合わせ　生涯学習課

☎0287－96－2116
　　　　　　Fax0287－96－4545

●冬休みミニ企画展｢巳を考古学する｣
　2013年の干支である｢巳｣を取り上
げ、｢干支とは何か｣｢巳とはなにか｣を
考古資料や文献資料を用い、小中学生
向けに分かりやすく紹介します。
会期　平成25年1月20日(日)まで
開催場所　県立なす風土記の丘資料館
●ミニ門松づくり
日時　12月16日(日)
　　　午前9時30分～正午
定員　親子10組　　参加費　無料
内容　ミニ門松（高さ約50㎝）　
　　　1組を作ります。
会場　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円・学生50円
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日（祝日は開館）、
　　　　祝日の翌日、
　　　　年末年始（12/28～1/4）
申し込み・問い合わせ
県立なす風土記の丘資料館
☎0287－96－3366 Fax0287－96－3340

放射性物質と食の
理解促進セミナー平成25年　成人式のご案内

栃木県立なす風土記の丘資料館
展示及び関連イベントのご案内

歳末たすけあい運動実施中です

NHK総合の放送切替は
１月26日に延期となりました
　衆議院選挙の選挙報道や政見
放送に万全を期すため、お願い
しておりましたチャンネル設定
は、延期となりました。
　ご迷惑をおかけし大変申し訳
ありませんでした。今後につい
ては広報１月号でお知らせいた
します。
【問い合わせ】
ＮＨＫ北関東受信相談センター
　　☎0570―071―071

第１回　町民スキー教室
参加者募集 新春賀詞交歓会のご案内

介護予防ボランティア
「ほっとなかがわ」 スタッフ募集

借金のことで悩んでいませんか？

食品等に含まれる放射性物質の
簡易検査日の変更について

農業用免税軽油免税証
交付申請受付

★ケーブルテレビ企画番組

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

日　付 番　組　名

12/26～12/2 みんなで子育て
わんぱく広場

12/3～12/9 リクエストアワー
(町議会による変更有)

12/10～12/16
健康なかがわ21
総集編

12/17～12/23
幼稚園・保育園　発表会
（電子番組表参照）

12/24～12/31
年末特集
第九を歌う会　発表会

1/1～1/6
新春番組によりプログラ
ムが変動します

お知らせ お知らせ
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だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
残
っ

て
い
る
曲
が
っ
た
道
路
は
、
柵
を

備
え
て
侵
入
を
防
い
だ
跡
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
大
金
重

貞
が
記
し
た
『
那
須
記
』
に
は
、

佐
竹
氏
と
那
須
氏
の
抗
争
が
武
茂

城
付
近
で
も
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
佐

竹
氏
が
秋
田
へ
転
封
と
な
る
と
、

そ
の
旗
下
と
な
っ
た
武
茂
氏
も
同

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
武
茂
城
は

廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
手
を
加
え
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
、
中
世
山
城
の
原
型
を

よ
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
二
年
一
月
二
十
六
日
に

栃
木
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま

す
。
寒
さ
が
日
に
日
に
増
し
て
い

く
季
節
で
す
が
、
地
図
を
片
手
に

足
元
に
注
意
し
な
が
ら
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
馬
頭
郷
土
資
料
館

　
　

学
芸
員　

金
子
智
美
）

う
ぶ
ご
え

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

鈴
木
沙し
ゃ
い斐
広ろ

　
俊
行

　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
奈
美
子

佐
藤
　
凱か

い

乙と

　
弘
樹

　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
裕
子

益
子
　
莉り
の

愛あ

　
憂
一
　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
菜
央
美

石
川
　
零れ
い

彪と

　
槙
也

　
　
三
　
輪

　
　
　
　
　
　
里
奈

12月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,371 人（－  9 ）
 　女　	 9,318 人（－  7 ）
 　計　18,689 人（－ 16）
 世帯数  6,129　   （－  6 ）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み

  

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）  （
住
所
）

田
代　

シ
ツ　
（
89
）　

馬　

頭

平
山　

源
一　
（
89
）　

馬　

頭

町
井　

一　
（
76
）　

健　

武

星　
　

鉄
雄　
（
91
）　

矢　

又

近
藤
哲
一
郎　
（
86
）　

北
向
田

髙
野　

智
子　
（
86
）　

久
那
瀬

平
塚　

タ
ケ　
（
88
）　

盛　

泉

滑
川　

恒
雄　
（
86
）　

谷　

川

益
子　

キ
ミ　
（
84
）　
大
山
田
下
郷

内
田　

喜
章　
（
89
）　

小　

砂

田
代　

耕
正　
（
79
）　

小　

川

恩
田　

サ
ク　
（
86
）　

小　

川

塚
原　

章
一　
（
51
）　

小　

川

川
上
み
ね
子　
（
80
）　

小　

川

渡
邊　

美
子　
（
65
）　

小　

川

佐
藤　

進
一　
（
93
）　

薬　

利

渡
邉
ミ
チ
ヱ　
（
83
）　

浄
法
寺

　

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

10
月
21
日
～
11
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

「
那
珂
川
町
地
域
防
災
計
画

（
案
）」
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

公
表
の
期
間

　

平
成
24
年
12
月
７
日（
金
）～

　

平
成
25
年
１
月
７
日（
月
）

閲
覧
の
場
所　

　

①
役
場
総
務
課

　

②
小
川
支
所
総
合
窓
口
課　

　

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

問
い
合
わ
せ　
　

　

総
務
課　

 

☎
０
２
８
７
―
９
２
―

１
１
１
１

【
お
詫
び
と
訂
正
】

11
月
号
に
掲
載
し
た
お
知
ら
せ
の

中
で
「
栃
木
県
の
最
低
賃
金
」

時
間
額
７
５
０
円
を

時
間
額
７
０
５
円
に

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

中
世
の
山
城
　
武
茂
城

　

草
木
が
冬
の
装
い
に
な
る
こ
の

季
節
は
、
史
跡
見
学
を
す
る
に
は

よ
い
時
期
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、

十
一
月
に
素
晴
ら
し
い
紅
葉
を
見

せ
て
く
れ
た
郷
土
資
料
館
の
北
側

に
あ
る「
武
茂
城（
む
も
じ
ょ
う
）」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

那
珂
川
町
が
古
代
に
お
い
て
重

要
な
地
で
あ
る
こ
と
は
、
何
度
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
中
世
に

お
い
て
も
常
陸
北
部
と
の
交
通
の

要
衝
と
し
て
重
要
な
地
で
し
た
。

那
須
氏
、
佐
竹
氏
、
白
河
結
城
氏

が
勢
力
を
伸
ば
そ
う
と
対
峙
し
、

し
の
ぎ
を
削
る
地
で
あ
り
、
そ
の

中
で
整
備
さ
れ
た
町
内
の
城
館
の

ひ
と
つ
が
武
茂
城
で
す
。

　

武
茂
城
は
、
武
茂
氏
の
居
城
で

あ
り
、
武
茂
氏
の
菩
提
所
で
あ
る

乾
徳
寺
を
中
心
に
、
寺
を
囲
む
よ

う
に
位
置
す
る
西
域
と
東
域
の
２

つ
の
山
で
構
成
さ
れ
た
山
城
で

す
。
西
は
馬
頭
小
学
校
の
裏
手
か

ら
、
東
は
馬
頭
中
央
保
育
園
の
裏

山
ま
で
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
面

積
が
あ
り
ま
す
。
城
の
表
門
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
乾
徳
寺

山
門
（
町
指
定
文
化
財
）
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

武
茂
氏
の
祖
、
泰
宗
が
正

応
・
永
仁
年
間
（
一
二
八
八
～

一
二
九
八
）
に
築
城
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
残
さ
れ

て
い
る
形
態
な
ど
か
ら
推
察
す
る

と
、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た
永
正

三
年
（
一
五
〇
六
）
頃
、
武
茂
兼

綱
の
時
代
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

西
域
は
古
く
か
ら
城
跡
と
し
て

知
ら
れ
、
静
神
社
付
近
か
ら
曲く
る

輪わ

（
意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
城
館

内
の
平
ら
な
空
間
）
が
続
き
ま
す
。

そ
こ
を
登
る
と
三
の
丸
、
二
の
丸
、

本
丸
、
天
守
櫓や
ぐ
ら跡
や
物
見
台
跡
が

み
ら
れ
ま
す
。
本
丸
と
二
の
丸
の

間
に
は
大
き
な
堀
が
め
ぐ
り
、
特

に
東
側
に
は
土
塁
を
築
い
て
守
り

を
固
く
し
て
い
ま
す
。

　

東
域
は
城
郭
と
し
て
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
面
積
は
西

域
と
同
規
模
と
考
え
ら
れ
、
南
に

向
か
っ
て
守
り
を
固
め
て
い
ま
す
。

東
域
の
下
（
現
在
の
町
総
合
体
育

館
付
近
）
が
武
士
団
の
居
住
地

武茂城　本丸跡

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

診
察
を
受
け
よ
う

～
前
立
腺
が
ん
検
診
編
～

率
を
み
る
と
、
男
性
で
は
胃
・

肺
・
大
腸
に
続
き
第
４
位
に
な
っ

て
お
り
、
前
立
腺
が
ん
は
全
国
と

比
較
し
て
高
い
値
で
し
た
。

●
前
立
腺
が
ん
の
症
状

　

他
の
が
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
早

期
で
は
特
有
の
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
る
と
し
て
も
そ
の
多
く
は

前
立
腺
肥
大
症
に
伴
う
症
状
で

す
。
具
体
的
に
は
、

・
排
尿
困
難
（
尿
が
出
に
く
い
）

 

・
頻
尿（
尿
の
回
数
が
多
い
）

・
残
尿
感
（
排
尿
後
、
尿
が

残
っ
た
感
じ
が
す
る
）

・
夜
間
多
尿

・
下
腹
部
の
不
快
感

な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が

あ
り
、
病
院
を
受
診
し
た
際
に
、

検
査
が
行
わ
れ
、
が
ん
が
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

●
前
立
腺
が
ん
の
危
険
因
子

　

前
立
腺
が
ん
の
危
険
因
子
と
し

て
、
遺
伝
的
な
素
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
就
職
支
援
（
訓
練
・
生
活
支
援

給
付
）
・
雇
用
保
険

　

職
業
訓
練
期
間
中
の
生
活
費
の

給
付
、
失
業
期
間
中
の
手
当
の
支

給
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

都
宮
那
須
烏
山
出
張
所

☎
０
２
８
７
―
８
２
―
２
２
１
３

■
入
居
資
金
の
支
援（
総
合
支
援
資
金

貸
付
）（
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
）

　

住
宅
入
居
費
等
の
資
金
貸
付
、

公
的
給
付
や
貸
付
を
受
け
る
ま
で

の
間
の
生
活
費
の
給
付
な
ど

問
い
合
わ
せ
　

町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
２
２
２
６

■
住
宅
支
援（
住
宅
手
当
）・
生
活

困
窮
者
自
立
支
援（
生
活
保
護
）

　
賃
貸
住
宅
の
喪
失
の
恐
れ
が
あ

る
方
へ
の
家
賃
対
応
、
最
低
限
度

の
生
活
を
保
障
す
る
制
度

問
い
合
わ
せ
　

町
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係　

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
１
９

栃
木
県
那
須
福
祉
事
務
所

☎
０
２
８
７
―
２
３
―
２
１
７
１

●
前
立
腺
が
ん
と
は
？

　

前
立
腺
は
男
性
だ
け
に
あ
る
臓

器
で
、
恥
骨
（
骨
盤
を
形
成
す
る

骨
の
一
つ
）
の
裏
側
に
位
置
し
、

栗
の
実
の
よ
う
な
形
を
し
て
お

り
、
重
さ
は
成
人
で
15
～
20
グ
ラ

ム
ほ
ど
で
す
。
前
立
腺
の
病
気
で

は
、
「
前
立
腺
肥
大
症
」
と
「
前

立
腺
が
ん
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
肥
大
症
は
前
立
腺
の
内

側
が
肥
大
し
て
く
る
病
気
で
、
が

ん
は
外
線
（
前
立
腺
の
後
方
や
側

方
の
外
面
）
か
ら
発
生
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
腫
瘍
に
は
違
い
あ
り
ま

せ
ん
が
、
良
性
の
腫
瘍
で
あ
る
肥

大
症
に
対
し
、
前
立
腺
が
ん
は
悪

性
で
あ
る
こ
と
が
違
い
で
す
。

●
前
立
腺
が
ん
の
現
状

　

前
立
腺
が
ん
は
、
60
歳
以
上
に

多
く
、
が
ん
の
発
見
も
50
歳
を
超

え
て
か
ら
が
ほ
と
ん
ど
で
、
75
歳

く
ら
い
で
最
も
多
く
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
欧
米
に
お
い
て
は
、
死

亡
率
が
高
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
男

性
が
か
か
る
が
ん
の
第
１
位
で
す

が
日
本
で
も
近
年
急
激
に
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
の

が
ん
の
部
位
別
罹
患
率
（
が
ん
に

か
か
る
率
）
の
全
国
、
栃
木
県
の

　

近
親
者
（
親
・
兄
弟
・
子
）
に

１
名
前
立
腺
が
ん
の
方
が
い
る

と
、
本
人
が
か
か
る
危
険
度
が
２

倍
に
な
り
、
２
名
以
上
か
か
っ
た

方
が
い
る
と
５
～
11
倍
に
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
性
脂
肪
や
高
カ
ロ

リ
ー
の
食
事
も
が
ん
を
引
き
起
こ

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
が
延
び
た
こ
と
も
増

加
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。

男
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
支
配
さ

れ
る
前
立
腺
で
は
、
高
齢
化
に
伴

う
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
が
、
発

症
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
前
立
腺
が
ん
の
検
査

　

前
立
腺
が
ん
の
主
な
検
査
は
、

「
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）

検
査
」
と
呼
ば
れ
る
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
の
採
血
で
す
。
町
の
集
団
検

診
で
検
査
で
き
ま
す
の
で
、
年
１

回
は
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

部位別がん罹患率：人口 10 万対
国の値は全国がん罹患モニタリング集
計　MCIJ 暫定値最新年 2007 より

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
町
へ

10
万
円 

馬
頭
小
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
12
台

㈳
栃
木
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
様

○
福
祉
基
金
へ

５
万
円	

川
上 

晴
一様（
小
川
）

２
万
１
８
２
５
円　

町
文
化
協
会
歌
謡
部
様

○
図
書
館
へ

図
書｢

マ
リ
ア
様
が
み
て
る
」	

匿
名

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円 	

匿
名（
４
５
７
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　

益
子
和
弘
様（

健
武
58
回
）

１
万
３
７
５
０
円

川
崎
工
業
㈱
協
力
業
者
安
全
大
会
様

５
千
円	

美
炎・馬
頭
琴
の
調
様

１
万
３
千
円　

宇
都
宮
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱（
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
）様

４
万
１
０
３
０
円　

ほ
の
ぼ
の
営
農

集
団
様（
新
そ
ば
祭
り
募
金
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
日
中
一
時
支

援
事
業
費
へ

２
万
円　

鈴
木
建
設
㈱
ピ
ザ
焼
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様

12
月
10
日
～
14
日
は
、

離
職
等
で
生
活
に
お
困
り
の
方

に
対
す
る
支
援
強
化
期
間
で
す
。

男性
■栃木県　　■国（2007年暫定値）

0.0 50.0 100.0 150.0

口腔・咽頭

食道

胃

大腸（結腸・直腸）

(結腸)

(直腸)

肝および肝内胆管

胆のう・胆管

膵臓

喉頭

肺

皮膚

前立腺

膀胱

腎・尿路（膀胱除く）

脳・中枢神経系

甲状腺

悪性リンパ腫

多発性骨髄腫

白血病
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吉村和敏写真展

― MAGIC HOUR マジックアワー

世界が最も美しく彩られる「魔法の時間」―

　マジックアワー (magic hour) 
は、日没後の数十分程体験できる景
色です。１日の内で様々な色彩に変
化する最も美しい時間帯です。この

ような美しい自然を求めて吉村和敏氏はアメリカ、カナダ、オー
ストリア、ニュージーランド、スイス、フランスなど世界中を旅
し、その国のその地方でわずかな時間だけ輝くマジックアワーを
撮り続けています。
　日本では北海道函館市の函館山と岐阜県の白川郷と東京の芝公
園や月島が選ばれていますが、実は浮世絵にもこのマジックア
ワーが描かれています。浮世絵師歌川広重は「木曽街道六拾九次
之内　洗馬」で日が沈み満月が水平線から昇り、平原を吹き抜け
る風など抒情性豊かに表現しています。
　昔から人々は１日のうち数十分しか現れない美しく輝くマジッ
クアワーに魅せられているのかも知れません。

馬頭広重美術館 館長　市川  信也

【会　　期】 平成25年1月20日（日）まで
【休 館 日】 毎週月曜日（祝日除く）、祝日の翌日
　　　　　　 年末年始〔12月25日（火）～1月2日（水）〕
【開館時間】 午前9時30分より午後5時まで（但し入館は午後４時30分まで）

【入 館 料】 大　　　人 　 500円（450円）
　　　　　　 高・大学生     300円（270円）
　※（ 　）は20名以上の団体料金。
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料。
　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名は半額

【問い合わせ】馬頭広重美術館　☎0287－92－1199

「プラハ」

「木曽街道六拾九次之内　洗馬」

第87回

講　師 ： 吉村和敏氏  
日　時 ： 平成 25 年 1 月 19 日（土）
　　　　 午後 1 時 30 分～
会　場 ： 馬頭広重美術館視聴覚研修室

「イエローナイフ」

講　演　会

ミニギャラリー  
平成23年度

那珂川町観光写真コンテスト 受賞作品

あなたの作品をここに出展し
てみませんか？
絵画、写真、絵手紙、手芸など
の作品をお待ちしております。
申込み・問合せ…企画財政課
☎０２８７―９２―１１１４ 最優秀賞「みたまの舞」

　釜井三木さん（宇都宮市）
撮影場所：鷲子山上神社

優
秀
賞
「
黄
金
の
参
道
」

　
　

田
代
洋
子
さ
ん
（
塩
谷
町
）

　
　
　

撮
影
場
所
：
恩
田


